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昭
和
40
年
明
星
中
学
に
入
学
、

ク
ラ
ブ
活
動
に
剣
道
部
を
選
び
ま

し
た
が
、
入
部
が
近
づ
く
に
つ
れ
毎

日
厳
し
い
練
習
で
大
変
そ
う
と
の

噂
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
自
分
の

体
力
で
は
続
か
な
い
な
と
思
い

入
部
初
日
に
挨
拶
に
向
か
っ
た

体
育
教
官
室
で
胡
子
先
生
に
、

「
体
も
小
さ
い
し
、
や
っ
て
い
く

自
信
が
な
い
の
で
入
部
す
る
の

を
や
め
た
い
で
す
」
と
言
い
ま
し

た
。
先
生
か
ら
「や
ら
ん
う
ち
か

ら
、
出
来
る
出
来
な
い
は
わ
か

ら
ん
だ
ろ
」
と
大
目
玉
を
く
ら

い
散
々
お
説
教
を
さ
れ
た
の
が

剣
道
と
の
出
会
い
で
し
た
。 

 

噂
に
た
が
わ
ず
稽
古
は
厳
し

く
、
試
験
期
間
以
外
ほ
ぼ
休
み

な
し
の
毎
日
。
夏
休
み
な
ど

は
、
大
阪
城
ま
で
ラ
ン
ニ
ン
グ

を
し
た
あ
と
、
長
い
厳
し
い
稽

古
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。 

高
校
3
年
時
に
は
、
1
学

年
上
の
辻
先
輩
の
年
代
が
大
阪

で
の
大
会
に
ほ
と
ん
ど
優
勝
さ

れ
て
お
り
、
引
き
継
い
だ
私
た

ち
が
、
優
勝
旗
を
返
す
ば
か

り
で
た
い
へ
ん
申
し
訳
な
く
悔

し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。 

ま
た
当
時
大
阪
万
博
が
開

催
さ
れ
、
お
祭
り
広
場
（
万
博

の
イ
ベ
ン
ト
会
場
）
で
剣
道
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
、
円
陣
試
合

を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

OB
会
々
員
の
諸
先
輩
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
コ
ロ
ナ
と
の
間
合
い
を
巧
み
に
捌
き
、

益
々
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
平
素
は
OB
会
運
営
に
一
方
な
ら
ぬ
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

先
ず
冒
頭
に
、
久
木
山
先
生

の
奥
様
、
故 

久
木
山
五
代
様

に
心
か
ら
感
謝
と
哀
悼
の
誠
を

捧
げ
、
皆
様
と
共
に
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
た
く
存
じ

ま
す
。 

『
有
難
し
』
を
知
ら
さ
れ
る

日
々
が
本
年
も
続
き
ま
し
た
。

毎
年
の
OB
総
会
、
元
旦
初
稽

古
や
忘
年
会
。
母
校
で
の
OB

稽
古
会
。
中
止
の
選
択
は
無

念
の
連
続
。
そ
こ
で
活
動
自
粛

の
最
中
、
敢
え
て
役
員
組
織
の

強
靭
活
性
化
を
決
断
致
し
ま

し
た
。
新
た
に
次
世
代
の
先
輩

方
を
迎
え
、
来
る
平
常
に
備
え
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会長 

金澤一之 

ら
れ
る
陣
形
が
取
れ
た
事
を
こ

こ
に
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

（次
頁
名
簿
ご
参
照
） 

現
役
部
員
達
に
も
、
遠
征
合

宿
や
一
部
の
大
会
が
中
止
に
な

る
等
の
試
練
。
明
星
剣
士
と
し

て
負
け
じ
魂
で
克
服
中
。
先
輩

各
位
の
更
な
る
ご
支
援
ご
指
導

を
、
後
輩
た
ち
に
お
寄
せ
頂
け

れ
ば
、
部
の
励
み
と
な
り
ま
す
。 

後
援
会
様
が
め
で
た
く
本
年

創
立
60
周
年
と
の
祝
報
。
盛
会

を
祈
念
致
し
た
く
存
じ
ま
す
。 

 

末
筆
乍
ら
、
災
禍
の
一
日
も

早
い
収
束
と
、
先
輩
各
位
の
ご

健
勝
を
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

明星 OB 剣友会 

顧問 久木山利信 
 

明
星
剣
道
部
で
鍛
え
ら
れ
た
6

年
間
、
苦
し
い
思
い
出
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
大
学
や
実
業
団
で
剣
道
を

続
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
卒
業

し
て
50
年
、
今
も
同
期
生
に
会
え

ば
い
つ
も
心
は
当
時
に
戻
る
不
思
議

さ
、
同
期
の
松
本
君
か
ら
は
「
剣
道

部
辞
め
る
と
言
う
て
た
男
が
主
将

に
な
る
か
」
と
よ
く
か
ら
か
わ
れ
ま

し
た
。 

明
星
剣
道
部
で
過
ご
し
た
時
間
、
そ

し
て
出
会
っ
た
人
と
の
繋
が
り
は
私

の
財
産
で
す
。 

結
び
に
諸
先
輩
方
、
現
役
諸
君

の
ご
活
躍
と
ご
健
康
を
切
に
お
祈
り

致
し
ま
す
。 

 

●
石
川
孝
二
先
輩
ご
経
歴 

昭
和

40
年 

明
星
中
学
入
学 

昭
和

46
年 

関
西
大
学
入
学 

昭
和

50
年 

阪
急
百
貨
店
入
社 

令
和
元
年 

 

阪
急
阪
神
百
貨
店 

退
職 

 

昨
年
十
月
、
妻
が
亡
く
な
り
、
そ
の
際
に

沢
山
の
人
達
に
手
助
け
頂
き
、
ま
た
式
に

参
列
し
て
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

 

感
謝
の
言
葉
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

そ
の
後
も
気
に
掛
け
て
頂
き
、
温
か
い
言

葉
や
励
ま
し
の
言
葉
も
頂
き
、
心
強
く
思

っ
て
い
ま
す
。
今
後
共
今
ま
で
以
上
に
ご
指

導
ご
鞭
撻
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

先
日
、
『
闘
魂
』
の
原
稿
依
頼
の
連
絡
が
あ

り
、
「
防
具
作
り
の
内
容
」
と
言
わ
れ
ま
し
た

が
、
文
面
化
は
非
常
に
難
し
い
で
す
の
で
、
上
手

く
書
け
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

 

昨
年
の
七
月
、
「
Ｋ
武
道
具
店
」
か
ら
小
手
が

一
組
、
自
宅
に
届
き
ま
し
た
。
何
か
の
間
違
い
で

は
な
い
か
と
思
い
直
ぐ
に
ご
連
絡
。
「
御
迷
惑
じ

ゃ
な
か
っ
た
で
す
か
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
迷
惑

で
は
な
い
事
を
お
伝
え
し
た
上
で
、
手
に
は
め
て

み
れ
ば
、
「
凄
い
!!
」
と
一
瞬
に
し
て
思
い
ま
し

た
。
測
っ
た
こ
と
も
無
い
し
、
お
付
き
合
い
も
全

く
無
か
っ
た
の
に
、
自
分
の
手
に
ピ
ッ
タ
リ
。
余

計
に
驚
き
ま
し
た
。 

 

師
匠
の
奥
さ
ん
が
、
大
学
の
後
輩
で
し
た
か

ら
、
た
だ
そ
れ
だ
け
の
繋
が
り
で
す
。
電
話
の
会

話
の
中
で
、
「
一
緒
に
防
具
作
り
し
ま
せ
ん
か
」

と
言
わ
れ
て
、
直
ぐ
に
お
願
い
し
ま
す
と
返
事

し
ま
し
た
。
が
、
何
も
や
っ
た
事
が
無
い
の
で
、
不

安
は
あ
り
ま
し
た
が
、
師
匠
の
言
葉
で
や
る
気

に
な
っ
た
次
第
で
す
。 

 

師
匠
は
、
長
い
年
月
職
人
と
し
て
や
っ
て
お
ら

れ
る
か
ら
、
一
言
一
言
の
教
え
に
心
を
動
か
さ

れ
て
ゆ
き
ま
し
た
。
全
て
の
防
具
、
面
、
小
手
、

胴
を
作
れ
る
職
人
は
、
全
国
で
も
数
少
な
い
と

思
わ
れ
ま
す
。
師
匠
の
話
し
を
聞
い
て
い
て
、
今

ま
で
防
具
屋
で
聞
い
て
き
た
事
は
、
何
だ
っ
た
ん

だ
と
思
う
ほ
ど
、
防
具
に
対
す
る
観
念
が
変
わ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
が
作
成
し
て
い
る
か
ら

余
計
に
変
わ
り
ま
し
た
ね
。 

 

こ
れ
は
、
私
が
習
っ
て
感
じ
た
事
で
す
の
で
、
勘

違
い
し
な
い
で
下
さ
い
。 

 

七
月
に
初
め
て
小
手
の
頭
を
三
週
間
で
作

り
ま
し
た
。
週
二
回
、
二
時
間
程
度
で
す
。

型
、
パ
ー
ツ
は
全
て
師
匠
が
作
成
さ
れ
、
私
は
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軽
い
か
ら
材
料
を
抜
い
て
い
る
の
で
は
と

言
わ
れ
ま
す
が
材
質
で
変
わ
る
。
軽
く

て
使
い
や
す
く
痛
く
な
い
。
そ
の
効
果

は
、
刺
し
方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
は

二.

五
分
か
三
分
刺
し
が
防
具
と
し
て

は
、
使
い
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
一
つ
目

は
三
週
間
で
、
二
つ
目
は
一
ヶ
月
半
位

で
。
二
つ
目
は
肘
か
ら
全
て
刺
し
ま
し

た
。
垂
は
、
今
年
の
一
月
に
始
め
て
、
一

ヶ
月
で
仕
上
が
り
ま
し
た
。 

 

手
入
れ
も
注
意
が
必
要
で
す
。
小
手

を
置
い
て
い
る
と
、
小
さ
な
「蛾
」
が
飛
ん

で
い
た
り
す
る
と
思
い
ま
す
。
鹿
毛
に
卵

が
付
い
て
い
る
た
め
で
、
防
虫
剤
を
入
れ

て
い
た
ら
良
い
で
す
。 

 

今
は
突
垂
を
作
成
中
。
や
れ
ば
や
る

だ
け
お
も
し
ろ
く
楽
し
い
で
す
。
良
き

師
匠
に
め
ぐ
り
合
わ
せ
て
も
ら
い
、
そ
の

気
に
さ
せ
て
く
れ
た
師
匠
に
感
謝
で

す
。
も
っ
と
早
く
に
知
り
合
っ
て
い
た

ら
、
部
員
の
修
理
く
ら
い
は
出
来
た
と

思
い
ま
す
。 

防
具
は
高
価
で
す
。
果
た
し
て
高
価

な
防
具
の
機
能
性
は
？
使
っ
て
価
値
は

分
か
る
事
で
あ
っ
て
、
自
分
で
防
具
作
り

を
し
て
考
え
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。
年

齢
取
れ
ば
余
計
に
、
軽
く
て
使
い
や
す

く
痛
く
な
い
防
具
が
良
い
と
思
い
ま

す
。
私
が
作
っ
て
い
る
防
具
を
見
て
触
れ

刺
す
だ
け
で
す
。
そ
れ
に
、
一
人
の
師
匠
か
ら
の
話

し
で
す
か
ら
、
集
中
し
て
真
剣
に
取
り
組
む
こ
と
で

上
達
す
る
と
思
い
ま
す
。
初
め
て
や
る
仕
事
で
す

か
ら
、
間
違
っ
た
り
す
る
と
、
師
匠
の
言
葉
で
助
け

ら
れ
ま
す
。 

誉
め
て
誉
め
て
育
て
る
（剣
道
に
通
じ
る
） 

適
当
、
大
雑
把
で
良
い
と
言
わ
れ
て
も
、
程
度

が
全
く
解
ら
な
か
っ
た
。 

小
手
の
頭
で
も
、
生
地
の
上
下
大
き
さ
が
違
う

の
で
、
縮
縫
よ
り
布
を
縮
め
て
縫
う
。
シ
ワ
が
寄
ら

な
い
様
に
、
縫
わ
な
い
か
と
い
け
な
い
の
で
難
し
い
。 

 

パ
ー
ツ
は
三
つ
あ
り
、
針
は
丸
針
で
大
小
あ
り
、

刺
繍
も
「三
段
飾
り
」
「三
つ
飾
り
」
「
四
つ
飾
り
」
と

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
私
は
「
三
つ
飾
り
」
で
や
っ

て
い
ま
す
。 

 

頭
に
鹿
毛
を
入
れ
て
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
入
れ

る
量
が
凄
く
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
何
処
に
ど
れ
だ

け
詰
め
た
ら
良
い
か
？
左
右
で
の
違
い
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
（
綿
を
入
れ
て
い
る
の
も
あ
る
）
右
側
は

打
た
せ
る
か
ら
確
り
と
入
れ
て
い
ま
す
。
手
の
内

も
皮
の
取
る
部
分
で
、
違
い
が
解
か
る
。
師
匠
の
手

の
内
は
シ
ワ
が
寄
ら
な
い
で
す
。 

 

肘
は
毛
氈
を

左
側
は
二
枚
。

右
側
は
三
枚

利
用
し
て
い
る

か
ら
、
左

172

ｇ
、
右
194
ｇ
し

か
あ
り
ま
せ

ん
。 
【令和 3年・4 年度 役員名簿】 

若い力、次世代との連携で 
より充実した楽しいＯＢ会へ 
 

 
顧 問  胡子元信(平成 24年 12月ご逝去)  

久木山利信 
相談役 田中豊司（1966 年度卒業） 

山本重樹（1969 年度卒業） 
辻健次（1969 年度卒業）（令和４年２月ご逝去） 
仲井貞雄（1971 年度卒業） 
五島日出夫（1972 年度卒業） 
木下修一（1973 年度卒業） 
碓氷慎一（1974 年度卒業） 
阪口和敬（1975 年度卒業） 
橋本徹也（1978 年度卒業） 
花谷健一郎（1982 年度卒業） 

会 長 金澤一之（1983 年度卒業） 
副会長 登尾健哉（1985 年度卒業） 

永田祐一（1986 年度卒業） 
久保田暢人（1993 年度卒業） 

幹事長 酒井茂行（1988 年度卒業） 
副幹事長 桑原真一（1994 年度卒業） 

石鍵最啓（1996 年度卒業） 新就任 
東村憲（2011 年度卒業）    新就任 
堺彩記（2012 年度卒業）    新就任 

 
幹 事 根来宏（1978 年度卒業） 

上田秀介（1978 年度卒業）（東京支部支部長） 
占部浩太郎（1980 年度卒業） 
岩田陽仁（1982 年度卒業） 
加瀬康浩（1982 年度卒業） 
山口晴久（1983 年度卒業） 
増野雄一郎（1983 年度卒業）（東京支部担当） 
平田武（1985 年度卒業）（東京支部幹事長） 
菊川隆樹（1987 年度卒業） 
若林圭（1988 年度卒業） 
紀田一（1990 年度卒業） 
井上幹盛（1994 年度卒業） 
米澤直之（1995 年度卒業） 
坂本将孝（1997 年度卒業）（東京支部担当） 
田中一史（1998 年度卒業）（東京支部担当） 
江端裕介（1999 年度卒業） 
園田信勝（2000 年度卒業） 
播本尚嗣（2005 年度卒業） 
永田達哉（2012 年度卒業） 

会 計 芋生量祐（2000 年度卒業） 
監査役 土田剛規（1973 年度卒業） 

浅田勝（1976 年度卒業） 

令和４年２月２２日に古希を迎えられ、 

紫の七つ釦制服をＯＢ会より贈呈。 

久木山先生、おめでとうございます!! 

ＯＢ
会
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り

後
援
会
活
動
に
ご
支
援

ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に

有
難
く
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

さ
て
こ
の
度
、
大
阪
明

星
学
園
剣
道
部
後
援
会

は
、
二
〇
二
二
年
を
も
ち
ま
し
て
、
創
立
60
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。 

こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
の
温
か
い
ご
厚
情
の
賜
物
と
心
よ
り
深
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

一
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
昨

年
は
後
援
会
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
は
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。 

本
来
な
ら
ＯＢ
会
の
皆
様
に
多
数
ご
出
席
頂
き
た
か
っ
た
の
で

す
が
、
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
で
、
出
席
人
数
の
制
限
を
行
う
こ

と
と
な
り
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
皆
様
方
の
ご
配
慮
、
ご

協
力
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

今
年
の
7
月
に
は
創
立
60
周
年
事
業
と
し
て
、
記
念
試
合

及
び
祝
賀
会
を
開
催
す
る
予
定
で
、
後
援
会
一
同
、
現
在
誠
意

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

記
念
事
業
の
成
功
に
向
け
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。 

 
師匠と明星道場にて 

軽くて痛くない自作小手 

ば
良
さ
が
一

番
分
か
る
と

思
い
ま
す
。 

 

ま
だ
ま
だ
大

変
な
世
の
中
で

す
。
お
互
い
に

健
康
に
注
意

し
、
ま
た
お
互

い
に
助
け
合
っ

て
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
。 

  

大阪明星学園 

剣道部後援会 

会長 山路晃弘 様 



（3）令和４年５月 1日          第 9 号 

  

 
 

 

田
邉 

１
敗
１
分 

 
 

 

馬
場 

１
敗
２
分 

 

※
小
金
・
山
下 

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出 

 
 

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト 

 
 

一
回
戦 

小
金 

○メ 

― 
 

 
 

青
木
（
喜
連
中
） 

 
 

二
回
戦 

小
金 

 
 

 

―
○メ 

 

森
田
（
上
宮
中
） 

 
 

一
回
戦 

山
下 

 
 

 

―
○ド 

 

森 
 

（天
王
寺
中
） 

 
 

市
大
会
出
場
決
定
戦 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

山
下 

○コ 

― 
 

 
 

南
西
（長
吉
六
反
中
） 

 
 

※
小
金
・
山
下 

大
阪
市
春
季
中
学
校
剣
道
大
会
出
場 

 

◎
大
阪
市
春
季
中
学
校
剣
道
大
会
団
体
戦
（
Ｒ３
・６
・５
） 

 
 

一
回
戦 

明
星 

４ 

― 

０ 

墨
江
丘
中 

 
 

二
回
戦 

明
星 

２ 

― 

２ 

南
港
南
中 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

（本
数
４
―
３
） 

 
 

三
回
戦 

明
星 

０ 

― 

３ 

城
東
中 

 

※
大
阪
市
春
季
大
会
ベ
ス
ト

１６ 

 

※
全
国
中
学
校
剣
道
大
会
大
阪
府
予
選
出
場
決
定 

 

◎
大
阪
市
春
季
中
学
校
剣
道
大
会
個
人
戦
（
Ｒ３
・６
・６
） 

 
 

一
回
戦 

小
金 

 
 

―
○メ
コ 

井
上
（都
島
中
） 

 
 

一
回
戦 

山
下 

 
 

―
○メ 

 

後
藤
（蒲
生
中
） 

 

◎
全
国
中
学
校
剣
道
大
会
大
阪
府
予
選
（
Ｒ３
・７
・２
７
） 

 
 

一
回
戦 

明
星
中 

４ 

― 

０ 

貝
掛
中
（阪
南
市
） 

 
 

二
回
戦 

明
星
中 

０ 

― 

２ 

新
東
淀
中
（大
阪
市
） 

 

◎
中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（
Ｒ
３
・８
・１
） 

 
 

新
人
団
体
戦 

 
 

一
回
戦 

不
戦
勝 

 
 

二
回
戦 

明
星 

０ 

― 

５ 

上
宮
中 

 
 

学
校
団
体
戦 

 
 

一
回
戦 

不
戦
勝 

 
 

二
回
戦 

明
星 

１ 

― 

１ 

喜
連
中 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

（本
数
２
―
１
） 

 
 

三
回
戦 

明
星 

１ 

― 

２ 

天
王
寺
中 

 
 

新
人
個
人
戦 

 
 

一
回
戦 

勢
渡 

○コ
メ 

― 
 

染
（教
育
大
天
王
寺
中
） 

 
 

二
回
戦 

勢
渡 

○コ
メ 

― 
 

 
 

藤
田
（加
美
中
） 

 
 

三
回
戦 

勢
渡 

○メ
メ 

― 
 

 
 

畠
中
（清
風
中
） 

 
 

準
決
勝 

勢
渡 

 
 

 
 

― 

○メ 
 

安
井
（上
宮
中
） 

 
 

一
回
戦 

杉
林 

 
 

 
 

― 

○反 
 

野
添
（星
光
中
） 

 
 

個
人
戦 

 
 

一
回
戦 

中
村 

 
 

 
 

― 

○メ 
 

山
野
（平
野
北
中
） 

 
 

一
回
戦 

田
邉 

 
 

 
 

― 

○コ 
 

森 

（天
王
寺
中
） 

※
学
校
団
体
戦 

三
位 

※
新
人
個
人
戦 

勢
渡 

三
位 

 

◎
大
阪
市
秋
季
中
学
校
剣
道
大
会
団
体
戦
（Ｒ
３
・９
・
１２
） 

 
 

一
回
戦 

明
星
中 

２ 

― 

２ 

美
津
島
中 

 
 

 
 

 
 
 

 

（本
数
４
―
３
） 

 
 

二
回
戦 

明
星
中 

０ 

― 

４ 

鯰
江
中 

 

明星学園 

剣道部顧問 

田中良樹先生 

OB
会
の
皆
様
に
は
多
方
面
に
渡
っ
て

剣
道
部
活
動
に
ご
支
援
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
多
く

の
先
輩
方
が
明
星
に
足
を
運
び
、
子
ど

も
た
ち
に
ご
指
導
を
賜
り
大
変
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

今
年
の
剣
道
部
活
動
に
つ
い
て
で
す

が
、
現
在
ま
で
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

が
出
る
と
は
予
想
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
公
式
試
合
は
予
定
通
り
開
催
さ
れ

ま
し
た
が
、
無
観
客
で
行
わ
れ
、
保
護

者
や
OB
の
方
々
の
応
援
は
な
く
寂
し
い

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。 

緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
こ
そ
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
ま
ん
延
防
止
処
置
の

発
令
で
、
春
、
夏
の
鹿
児
島
合
宿
及
び

各
大
学
の
招
待
試
合
や
宿
泊
を
伴
う

練
習
試
合
、
玉
竜
旗
大
会
も
中
止
と

 

◎
大
阪
高
等
学
校
剣
道
新
人
大
会 

個
人
戦
（
Ｒ３
・１
・
１６
） 

 
 

一
回
戦 

宇
治 

 
 

 

― 

○メ 
 

安
仲
（金
光
八
尾
） 

 
 

一
回
戦 

辻
西 

○メ 

― 
 

 
 

 

渡
邊
（千
里
青
雲
） 

 
 

二
回
戦 

辻
西 

 
 

 

― 

○コ 
 

宮
中
（精
華
） 

 

◎
大
阪
高
等
学
校
剣
道
新
人
大
会 

団
体
戦
（
Ｒ３
・１
・
２３
） 

 
 

一
回
戦 

明
星 

２ 

― 

１ 

英
真 

 
 

二
回
戦 

明
星 

０ 

― 

２ 

清
明 

 

◎
全
国
高
等
学
校
剣
道
大
会
大
阪
府
予
選 

 

個
人
戦
（
Ｒ３
・５
・
２９
） 

 
 

一
回
戦 

宇
治 

○メ
メ 

― 
 

 
 

井
上
（同
志
社
香
里
） 

 
 

二
回
戦 

宇
治 

 
 

 
 

― 

○コ
メ
𠮷
田
（汎
愛
） 

 
 

一
回
戦 

岡
井 

 
 

 
 

― 

○メ 
 

谷
田
（四
天
王
寺
東
） 

 

◎
全
国
高
等
学
校
剣
道
大
会
大
阪
府
予
選 

 

団
体
戦
（
Ｒ３
・６
・５
） 

 
 

一
回
戦 

明
星 

４ 

― 

１ 

電
通
大 

 
 

二
回
戦 

明
星 

５ 

― 

０ 

淀
川
工
科 

 
 

三
回
戦 

明
星 

２ 

― 

１ 

三
島 

 
 

四
回
戦 

明
星 

１ 

― 

１ 

東
海
大
仰
星 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

（代
表
戦
０
―
１
） 

 
 

※
大
阪
府
ベ
ス
ト

１６ 

 

◎
大
阪
府
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
剣
道
大
会
（
Ｒ３
・
１１
・６
） 

 
 

一
回
戦 

明
星 

２ 

― 

２ 

東
百
舌
鳥 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

（代
表
戦
０
―
１
） 

 

 

 

◎
中
学
校
４
ブ
ロ
ッ
ク
大
会 

個
人
戦
（
Ｒ３
・５
・
２３
） 

 
 

予
選
リ
ー
グ 

 
 

 
小
金 

２
勝 

 
 

 

山
下 
２
勝
１
分 

な
り
ま
し
た
。
一
昨
年
の
よ
う
に

何
も
か
も
中
止
と
い
う
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
ま
だ
ま
だ
制
約
が

あ
り
ま
す
。
早
く
以
前
の
状
態
に

戻
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か

り
で
す
。 

そ
ん
な
中
で
も
明
る
い
話
題
も

あ
り
ま
す
。
ご
存
知
の
方
も
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
年
の
１

月
２２
日
に
行
わ
れ
た
「
高
校
剣

道
新
人
大
会
男
子
団
体
戦
」
に
お

い
て
、
ベ
ス
ト
８
ま
で
勝
ち
上
が
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し

準
々
決
勝
で
清
風
高
校
に
１
対

１
の
代
表
戦
で
敗
退
し
ま
し
た
。

１
本
差
で
ベ
ス
ト
４
、
近
畿
選
抜

大
会
出
場
を
逃
し
た
こ
と
は
大
変

悔
し
く
思
い
ま
す
が
、
ベ
ス
ト
８
の

シ
ー
ド
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
悔
し
さ
を
力
に
し
て
６
月

の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
で
は
３
年
ぶ

り
の
近
畿
大
会
出
場
、
上
位
進

出
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。 

今
年
の
送
別
会
は
３
月
１２
日

に
行
い
ま
し
た
。
今
回
も
規
模
を

縮
小
し
た
た
め
OB
会
の
方
々
の

出
席
に
関
し
て
も
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
来
年
こ
そ
は
い
つ
も
の
送
別
会
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
ま
ま
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
下

火
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
が
、
先

の
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
OB
会
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
健
康
管
理
に
ご
注
意

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
祈
り
致
し
ま
す
。

ま
た
お
時
間
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
稽
古
に

お
越
し
頂
け
ま
す
よ
う
合
わ
せ
て
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

明 

星 

剣 

士 
 

 
 

剣
道
部
主
将 

山
路
陽
向 

   

OB
会
の
先
輩
の
皆
様
、
い
つ
も
僕
た

ち
に
ご
支
援
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

今
年
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ

っ
て
、
休
校
や
休
部
な
ど
様
々
な
活
動

が
制
限
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
予
選
、
総
体
、
新
人
戦
は
開
催
さ
れ

た
も
の
の
、
今
年
も
昨
年
に
引
き
続
い
て

合
宿
、
遠
征
の
中
止
、
そ
し
て
毎
年
高

校
最
後
の
試
合
と
な
っ
て
い
た
玉

竜
旗
大
会
も
中
止
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
日
々
仲
間

と
励
ま
し
合
い
な
が
ら
鍛
錬
し
て

い
き
ま
し
た
。 

そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
目
標
に
向
か

っ
て
、
制
限
さ
れ
た
中
で
精
一
杯

の
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。 

今
後
も
ど
れ
だ
け
稽
古
、
試
合

が
で
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
最
後
ま
で
走
り
抜
け
よ
う
と

思
い
ま
す
。 

OB
会
の
先
輩
方
も
是
非
道
場

に
来
て
い
た
だ
い
て
、
ご
指
導
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
部
員
み

ん
な
で
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。 

 
 

明
星
剣
道
部
OB
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
日
ご
ろ
よ
り
剣
道
部
の
活
動
に
お
力

添
え
を
頂
戴
い
た
し
て
お
り
誠
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
生
徒
へ
の
稽
古
・指
導
な

ら
び
に
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
て
、
重
ね
て
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

剣
道
部
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
昨
年
度

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
り
、

様
々
な
制
限
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

基
本
的
な
感
染
対
策
と
し
て
面
マ
ス
ク
や
マ

ウ
ス
ガ
ー
ド
・
手
洗
い
・
消
毒
・
換
気
、
飲
食

や
更
衣
中
の
対
策
な
ど
細
々
と
し
た
と
こ
ろ

へ
の
留
意
、
大
会
・練
習
試
合
等
の
中
止
、
社

会
的
感
染
者
数
を
鑑
み
て
の
稽
古
の
自
粛
、

合
宿
・
遠
征
等
を
見
合
わ
せ
る
な
ど
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
す
る
以
前
の
活
動

に
比
べ
て
、
充
実
し
た
活
動
に
は
到
底
至
る

こ
と
も
で
き
ず
、
生
徒
の
か
け
が
え
の
な
い

中
学
・
高
校
生
活
と
い
う
成
長
の
著
し
い
時

期
を
思
う
と
心
苦
し
い
限
り
で
す
。
そ
ん
な

困
難
な
状
況
で
あ
り
な
が
ら
も
生
徒
は
一

生
懸
命
に
稽
古
に
励
み
、
今
で
き
る
こ
と
を

工
夫
し
、
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
各
々
の
目

標
実
現
に
向
け
て
精
一
杯
取
り
組
ん
で
お

り
ま
し
た
。 

新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
は
未
だ
収
ま
る
こ
と
な
く
、
先
の
見

え
な
い
不
安
な
日
々
が
続
き
ま
す
が
、
引
き

続
き
生
徒
が
一
生
懸
命
稽
古
に
取
り
組
み
、

本
来
の
活
動
に
戻
っ
て
い
っ
た
際
に
生
徒
の
力

が
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
指
導
し
て
参

り
ま
す
。
OB
の
皆
様
に
は
今
後
と
も
生
徒
へ
の

ご
協
力
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
の
で
健
康
に
は

ど
う
ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。 

 

明星学園 

剣道部顧問 

鈴木貴也先生 

（平成 29年入部） 



（4）令和 4年 5月 1日          第 9 号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 3 年 度 決 算 報 告 予 定 会 計 芋生 量祐                    (自令和 3 年 4 月 1 日～至令和 4 年 3 月 31 日) 

令和２年度 収 入 の 部 予定 
 

前年度繰越金                                

年 会 費 

システム収納       (135 人分) 

現 金・振 込    (11 人分) 

 

受取利息（8 月・2 月）   

 

合     計 

 

 

 

正式決算は、5 月の総会で報告･承認をいただきます。 

 

令和２年度 支 出 の 部 予定 
 

日本システム収納事務費他 

後援会助成金 

現役助成金(コロナ対策・納会参加賞等) 

卒業生 記念品・名札(4 名分) 

中元・お歳暮 

慶 弔 費 

通 信 費 (総会案内等) 

宇賀先生講演会（OB 会拠出分） 

雑 費（ＯＢ新聞・HP 他） 

次期繰越金 

合    計            

 

令 和 3 年 度 明 星 剣 友 会 年 会 費 納 入 状 況   会 計  芋生 量祐 

納入者欄    の先輩は、連絡先が不明となっております。連絡先をご存じの方は、事務局までお知らせください。 

※注意を払って記載しておりますが、誤記があればご容赦ください。また、記載後のご入金であれば、表示されていない場合がございます。 

自動引き落としの手続き中の方も表示されていません。     ◎会費 5,000 円（23 歳以上） ○会費 3,000 円（18〜22 歳まで） 

 

 

 

 

 

￥ 821,060 

 

￥ 667,000 

￥ 66,000 

 

￥      12 

 

￥1,554,072 

 

 

 

 

￥  32,832 

￥ 100,000 

￥ 154,504 

￥ 34,230 

￥  19,800 

￥  16,348 

￥  80,402 

￥ 50,000 

￥  49,056 

￥1,016,900 

￥1,554,072 

◆令和３年度の会費納入をよろしくお願いいたします。 

自動引落：６月下旬予定 新規お申込は会計までご連絡下さい。 

現金振込：三菱ＵＦＪ銀行 大阪営業部 普）４５０２１２５ 

明星学園剣道部 OB 会 会計 芋生量祐 


